
沼津工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 （学際科目）社会と工学
科目基礎情報
科目番号 2018-193 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電気電子工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 なし
担当教員 小林 隆志,古川 一実,喜多 和,山之内 亘,牛丸 真司,長縄 一智
到達目標
　以下に示す４項目について修得する．
(1) 地域社会の産業について説明できる．
(2) 地域社会の産業が抱える問題点を，チーム単位で見出すことができる．(C3-2)
(3) 問題点を見出すことの必要性を説明できる．
(4) 知的財産権について説明できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの
目安(秀)

優秀な到達レベルの目
安(優)

標準的な到達レベルの
目安

修得できたと判断でき
る到達レベルの目安
(可)

未到達レベルの目安

１．地域社会の産業に
ついて説明できる．

□ 本年度協力頂く地域
企業（団体）の業務内
容と特徴に加え，独自
の観点から企業（団体
）研究が行われている
．

□ 協力頂く地域企業
（団体）の業務内容と
特徴について説明でき
る．

□ 協力頂く地域企業
（団体）の業務内容に
ついて説明できる．

□ 協力頂く地域企業
（団体）のて業務内容
について最低限の説明
ができる．

□ 協力頂く地域企業
（団体）について説明
できない．

２-1．地域社会の産業
が抱える問題点を，チ
ーム単位で見出すこと
ができる．（C3-2)

□ チームで取り組むべ
き課題について理解す
るとともにチームの一
員であることを自覚し
，自らに割り当てられ
た役割を達成するため
の的確な行動がとれる
のみでなく，リーダー
シップを発揮すること
ができる．

□ チームで取り組むべ
き課題について理解す
るとともにチームの一
員であることを自覚し
，自らに割り当てられ
た役割を達成するため
の的確な行動がとれる
．

□ チームで取り組むべ
き課題について理解す
るとともにチームの一
員であることを自覚し
，自らに割り当てられ
た役割を達成するため
の行動がとれる．

□ チームで取り組むべ
き課題について理解す
るとともにチームの一
員であることを自覚し
，自らに割り当てられ
た役割を達成するため
の最低限の行動がとれ
る．

□ チームで取り組むべ
き課題について理解で
きておらず，チームの
一員であることの自覚
がなく，自らに割り当
てられた役割を達成す
るための行動がとれな
い．

２-2．地域社会の産業
が抱える問題点を見出
すことができる．

□ 協力頂く地域企業
（団体）の問題点を提
示し，有効な解決法を
提示できる．

□ 協力頂く地域企業
（団体）の問題点を提
示し，問題点の背景を
提示できる．

□ 協力頂く地域企業
（団体）が同意できる
問題点を提示できる．

□  協力頂く地域企業
（団体）の問題点を提
示できる．

□  協力頂く地域企業
（団体）の問題点を提
示できない．

３．問題点を見出すこ
との必要性を説明でき
る．

□ 企業経営における問
題点を見出すことの必
要性を理解した上で
，戦略的問題解決手法
について説明する模範
解答である．

□ 企業経営における問
題点を見出すことの必
要性を理解した上で
，戦略的問題解決手法
について説明できてい
る．

□ 企業経営における問
題点を見出すことの必
要性を理解した上で
，戦略的問題解決手法
について大きな間違い
もなく説明できている
．

□企業経営において問
題点を見出すことの必
要性をほとんど理解し
ている．

□企業経営において問
題点を見出すことの必
要性を完全に理解して
いない．

４．知的財産権につい
て説明できる．

□ 知的財産権の理念に
基づき，新技術開発に
おける「知的財産」の
持つ力を深く理解でき
ている．

□ 知的財産権の理念に
基づき，新技術開発に
おける「知的財産」の
持つ力を理解できてい
る．

□ 知的財産権の理念に
基づき，新技術開発に
おける「知的財産」の
持つ力を大きな間違い
もなく理解できている
．

□ 知的財産権の理念に
基づき，新技術開発に
おける「知的財産」の
持つ力を最低限理解で
きている．

□ 知的財産権の理念を
理解しておらず，新技
術開発における「知的
財産」の持つ力を理解
できていない．

学科の到達目標項目との関係
【本校学習・教育目標（本科のみ）】 ３
教育方法等

概要
　地域社会の産業（特に工業）を理解し，３年生までに修得した工学技術の専門的知識を創造的に活用しながら所属学
科の異なる学生チームにより，地域社会が抱える問題を見出す．本講義は地域企業等の協力のもと，学生チームが見出
した問題点について，その妥当性について議論する．加えて本講義では，問題点を見出す能力の必要性と新たに見出さ
れた知的財産の取扱いについて理解する．

授業の進め方・方法
授業は講義と課題解決のための学生間の議論（グループワーク）を中心に行なう．講義中は集中して聴講すると共に
，積極的に議論に参加すること．適宜，レポート・演習課題を課すので，翌週の授業開始時までにクラス委員等が回収
し，番号順に並び替えて提出すること．

注意点
1.　試験や課題レポート等は，JABEE，大学評価・学位授与機構，文部科学省の教育実施検査に使用することがありま
す．
2.　授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期
3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ
9週
10週



11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 工学基礎

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

説明責任、製造物責任、リスクマネジメントなど、技術者の行動
に関する基本的な責任事項を説明できる。 2

過疎化、少子化など地方が抱える問題について認識し、地域社会
に貢献するために科学技術が果たせる役割について説明できる。 3

知的財産の社会的意義や重要性の観点から、知的財産に関する基
本的な事項を説明できる。 3

知的財産の獲得などで必要な新規アイデアを生み出す技法などに
ついて説明できる。 3

科学技術が社会に与えてきた影響をもとに、技術者の役割や責任
を説明できる。 3

科学者や技術者が、様々な困難を克服しながら技術の発展に寄与
した姿を通し、技術者の使命・重要性について説明できる。 3

評価割合

試験 レポート 相互評価
IF_QCD_SECシ
ート（グループ
）

IF_QCD_SECシ
ート（個人） ポスター 合計

総合評価割合 0 40 15 25 10 10 100
１．地域社会の
産業について説
明できる．

0 20 0 0 0 0 20

２-1．地域社会
の産業が抱える
問題点を，チー
ム単位で見出す
ことができる
．（C3-2)

0 0 15 25 0 0 40

２-2．地域社会
の産業が抱える
問題点を見出す
ことができる．

0 0 0 0 10 10 20

３．問題点を見
出すことの必要
性を説明できる
．

0 10 0 0 0 0 10

４．知的財産権
について説明で
きる．

0 10 0 0 0 0 10


